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（1）  第505号（改版第8号） 2011年（平成23年）　夏号婦人ひめじ

平
成
23
年
8
月
6
日
㈯
第
62
回
姫
路
お
城
ま
つ
り
2
日
目
の
総
お
ど
り
に
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
員
約
2
0
0
名

は
真
っ
赤
な
ハ
ッ
ピ
姿
で
参
加
し
ま
し
た
。

播
州
段
文
音
頭
「
国
宝
姫
路
城
物
語
」
「
千
姫
物
語
」
等
、
櫓
の
上
で
歌
わ
れ
る
民
謡
と
大
太
鼓
に
合
わ
せ
て
、

市
内
の
各
種
団
体
総
勢
約
2
，
0
0
0
名
が
播
州
音
頭
を
踊
り
ま
し
た
。

第62回

第
44
代
お
城
の
女
王
に

選
ば
れ
た
黒
田
舞
香
さ

ん
、
川
上
千
晶
さ
ん
、
灰

本
美
咲
さ
ん
が
、
7
月
19

日
㈫
、
婦
人
会
事
務
局
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
23
年
6
月
18
日
㈯
姫
路
市

立
中
央
体
育
館
に
お
い
て
第
25
回

姫
路
市
連
合
婦
人
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
8
校
区
13

チ
ー
ム
の
婦
人
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

石
見
利
勝
市
長
・
大
倉
俊
已
議

長
は
じ
め
赤
松
正
雄
衆

議
院
議
員
・

松
本
剛

明
　

外
務
大
臣
の
代
理
他
多
数
の
来
賓

に
よ
る
始
球
式
の
後
、
A
B
C
D

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
み
合
わ
せ

は
、
あ
ら
か
じ
め
6
月
11
日
㈯
の

キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
で
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
し
た
。

午
前
中
に

　
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
勝
敗
が
決
定
し
、
午
後

か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
チ
ー

ム
、
網
干
垣
内
・
広
峰
A
・
城

西
・
旭
陽
B
で
決
定
戦
が
行
わ

れ
、
総
合
優
勝
（
姫
路
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
杯
）
は
旭
陽
B
チ
ー
ム
に

輝
き
ま
し
た
。

9
月
18
日
㈰
に
高
砂
市
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
る
兵
庫
県
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
旭
陽
・

網
干
・
広
峰
校
区
の
チ
ー
ム
が
姫

路
市
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

バ
レ
�
ボ
�
ル
大
会

第
25
回
姫
路
市
連
合
婦
人
会

総合優勝（Dブロック）

Cブロック優勝 Bブロック優勝 Aブロック優勝
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理
事
研
修

兵
庫
県
婦
人
大
会

地
域
啓
発
講
演
会

新
聞
の
た
め
の

デ
ジ
カ
メ
研
修

（3）  第505号（改版第8号） 2011年（平成23年）　夏号婦人ひめじ

7
月
11
日
㈪
〜
12
日
㈫
に
か
け

て
福
山
市
女
性
連
絡
協
議
会
と
岡

山
市
連
合
婦
人
会
と
の
交
流
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

11
日
に
婦
人
会
理
事
13
名
が
バ

ス
で
出
発
、
車
中
な
ご
や
か
に
歌

を
合
唱
し
て
、
バ
ラ
の
町
福
山
市

に
到
着
し
ま
し
た
。
福
山
市
女
性

連
絡
協
議
会
は
福
山
ロ
ッ
ツ
に
あ

る
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
り
ま
す
。
交
流
会
で
は
、
お
互

い
の
現
状
報
告
と
問
題
点
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
も
っ
と
時
間
が
あ

れ
ば
良
い
の
に
と
再
会
を
願
い
つ

つ
、
宿
泊
先
で
あ
る
鞆
の
浦
の
ホ

テ
ル
に
向
か
い
ま
し
た
。
磯
の
香

り
漂
う
古
い
町
並
み
も
夕
日
に
映

え
て
楽
し
い
泊
ま
り
で
し
た
。

12
日
は
、
8
時
に
岡
山
へ
向
け

て
出
発
、
岡
山
市
連
合
婦
人
会
と

の
交
流
で
岡
山
中
央
公
民
館
に
て

皆
さ
ん
と
お
会
い
し
ま
し
た
。

H
O
T
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
以
前

お
目
に
か
か
っ
た
婦
人
会
の
皆
さ

ん
と
岡
山
市
の
現
状
と
問
題
点
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た

が
、
本
婦
人
会
と
同
じ
よ
う
な
問

題
に
突
き
当
た
っ
て
い
ま
す
。
有

意
義
な
交
流
会
を
終
え
、
吹
屋
ふ

る
さ
と
村
と
頼
久
寺
（
高
梁
市
）

に
寄
り
歴
史
の
勉
強
を
し
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

（
山
田
福
美
）

平
成

23
年
度

の
兵
庫

県
婦
人

大
会
が

7
月
6

日
㈬
、

丹
波
の

森
公
苑

ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
氷
の
川
太

鼓
で
に
ぎ
や
か
に
始
ま
り
ま
し

た
。
挨
拶
の
後
、
広
畑
校
区
の
岩

理
事
が
、
兵
庫
県
連
合
婦
人
会
会

員
表
彰
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

井
戸
県
知
事
に
よ
る
「
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
と
防
災
・
減

災
へ
の
備
え
」
と
題
し
て
の
講
演

会
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
は
、
自
然
豊
か
で
緑
多
き

所
で
、
森
林

浴
を
満
喫

し
、
有
意
義

な
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

5
月
30
日
㈪
、
婦
人
会
活
動
室

に
お
い
て
、
神
戸
新
聞
姫
路
支

社
、
写
真
記
者
中
西
大
二
氏
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
、
デ
ジ
カ
メ
の

撮
影
な
ど
の
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

講
師
が
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
、

今
ま
で
本
紙
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

を
使
っ
て
、
記
事
の
た
め
の
写
真

の
写
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

画
面
の
中
に
な
る
べ
く
空
間
を

作
ら
な
い
、
人
の
表
情
を
写
す
な

ど
、
実
技
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
ス

ナ
ッ
プ
写
真
で
は
な
い
記
録
と
し

て
の
撮
影
の
基
本
を
34
名
の
会
員

に
、
2
時
間
み
っ
ち
り
、
研
修
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

6
月
30
日
㈭
、

婦
人
会
活
動
室

に
お
い
て
、
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
久
保
美
智

代
氏
の
講
演
会
を
催
し
ま
し
た
。

独
身
の
頃
か
ら
、
結
婚
し
母
に

な
っ
て
か
ら
も
、
国
内
外
約

3
0
0
カ
所
を
訪
問
、
研
究
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
自
然
か
ら
、
山

中
の
岩
に
あ
る
小
さ
な
穴
ま
で
、

多
種
多
彩
の
世
界
遺
産
が
あ
り
、

危
機
遺
産
と
い
う
の
も
あ
る
そ
う

で
す
。

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
な
ら
な

い
の
は
、
独
特
の
形
状
で
は
な

く
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
と

い
う
理
由
だ
そ
う
で
す
。
破
壊
さ

れ
て
し
ま
っ
た
建
造
物
で
も
復
元

さ
れ
て
登
録
さ
れ
た
場
所
も
あ
る

そ
う
で
す
。
知
っ
て
い
る
よ
う
で

知
ら
な
い
世
界
遺
産
の
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ワ
�
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
講
演
会
�

子
育
て
し
な
が
ら

　
　
　世
界
遺
産
め
ぐ
り

ワ
�
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
講
演
会
�

子
育
て
し
な
が
ら

　
　
　世
界
遺
産
め
ぐ
り
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▲寺尾館長による講演

▲できるかな？▲皆さん、集中しての聴講の様子

▲国宝浄土寺にて

生 活 学 級生 活 学 級

6
月
21
日
㈫
、
23
年
度
生
活
学

級
開
講
式
と
第
1
回
生
活
学
級
を

開
催
し
ま
し
た
。
「
男
女
共
同
参

画
」
に
つ
い
て
あ
い
め
っ
せ
寺
尾

館
長
（
当
時
）
に
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
に
も
講
師

と
し
て
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

が
、
回
を
重
ね
る
度
に
私
達
も
知

識
も
増
し
、
今
回
は
川
柳
風
の
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
結
果
は

ほ
と
ん
ど
の
方
が
全
問
正
解
で
し

た
。
少
子
高
齢
化
の
社
会
変
化
に

も
対
応
出
来
る
よ
う
、
男
女
共
同

参
画
の
実
践
の
必
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。　
　
　
　（
柳
田
由
美
子
）

開
講
式
と

　第
1
回
生
活
学
級

城
北
校
区

小
野
の
国
宝
浄
土
寺
に

　
　
　
　
　研
修
旅
行

城
西
校
区

折
り
紙
建
築

砥
堀
校
区

7
月
20
日
㈬
、
台
風
の
為
開
催

が
危
ま
れ
た
が
、
当
日
は
多
数
の

参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
講
師
に

網
干
警
察
署
生
活
安
全
課
長
を
招

い
て
防
犯
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
防
犯
は
限
り
な
く
続
く
活
動
で
、

地
域
力
の
向
上
に
も
な
り
皆
様
の

大
好
き
な
井
戸
端
会
議
が
、防
犯
に

は
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。」と
話
さ

れ
、皆
爆
笑
で
し
た
。｢自
分
は
騙
さ

れ
な
い
と
思
う
人
程
騙
さ
れ
や
す

く
、
相
手
は
騙
し
の
プ
ロ
｣と
の
話

を
聞
い
て
皆
は
首
を
振
り
振
り
納

得
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、「
ど
う
す
れ
ば
犯
罪

の
起
き
に
く
い
地
域
づ
く
り
が
で
き

る
か
？
そ
れ
は
社
会
の
弱
者
と
い
わ

れ
る
人
達
が
安
心
出
来
る
生
活
空

間
を
作
る
事
が
望
ま
し
い
。」と
の
話

で
終
了
し
ま
し
た
。（
植
村
あ
や
子
）

防
犯
教
室
開
催網

干
校
区

7
月
17
日
㈰
、
折
り
紙
建
築
と

い
う
あ
ま
り
耳
慣
れ
な
い
紙
細
工

を
、
砥
堀
公
民
館
長
の
渡
邊
久
晃

氏
に
、教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

21
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

和
や
か
に
、
焦
ら
ず
に
少
し
ず

つ
、
カ
ッ
ト
と
折
り
と
　
糊
付
け

の
作
業
を
続
け
て
行
く
と
、
不
思

議
、
不
思
議
、
立
体
的
な
四
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー
が
仕
上

が
り
ま
し
た
。
他
に

も
、
す
ず
ら
ん
、
鶴

な
ど
の
作
品
を
作
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
（
田
中
生
代
）

6
月
6
日
㈪
に
、
学
級
生
36
人

で
国
宝
浄
土
寺
を
拝
観
。

木
造
阿
弥
陀
如
来
と
両
脇
侍

立
像
は
鎌
倉
時
代
の
快
慶
作
で
、

5
3
0
㎝
も
あ
っ
て
素
晴
ら
し
か

っ
た
で
す
。

山
南
町
薬
草
薬
樹
公
園
の
遊
工

房
で
ハ
ン
カ
チ
を
染
め
、
素
晴
ら

し
い
作
品
に
感
動
。（

箭
吹
美
恵
子
）
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▲絵本を読んでいただき、子どもたちも思わず、前へ前へ!!

▲おいしいよ !

▲針に糸が通らない!

▲つねに健康で過ごそう!!

旭
陽
校
区

7
月
20
日
㈬
、
赤
十
字
奉
仕
団

活
動
の
「
子
育
て
支
援
事
業
」
と

し
て
、
元
太
子
町
立
図
書
館
長
の

小
寺
啓
章
先
生
を
、
網
干
れ
ん
げ

保
育
園
に
お
招
き
し
、
絵
本
に
つ

い
て
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

当
日
は
、
台
風
の
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
幸
い
雨
も
降
ら
ず

ふ
た
葉
教
室
の
親
子
さ
ん
を
中
心

に
他
の
方
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

「
子
ど
も
に
と
っ
て
絵
本
と
は
、

こ
と
ば
に
出
会
う
最
初
の
本
」
と

言
わ
れ
絵
本
選
び
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
板
倉
敦
子
）

水
上
校
区

水
上
校
区
婦
人
会
で
は
、
7
月

27
日
㈬
、
花
の
北
市
民
広
場
の
料

理
教
室
で
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
子

育
て
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
夏
休
み
子
ど
も
料
理
教
室
・
災

害
時
に
役
立
つ
料
理
作
り
」
を
行

い
ま
し
た
。
小
学
生
17
名
が
参
加

し
、
短
時
間
で
、
豚
汁
・
お
に
ぎ

り
・
ゆ
で
た
ま
ご
が
で
き
あ
が
り
、

に
ぎ
や
か
に
試
食
し
ま
し
た
。
デ

ザ
ー
ト
の
ゼ
リ
ー
も
大
好
評
で
、

参
加
の
一
年
生
か
ら
思
わ
ず
「
お

か
わ
り
」
の
声
が
出
て
み
ん
な
を

笑
わ
せ
ま
し
た
。

（
岩
井
迫
信
子
）

第
3
回
生
活
学
級
を
、
7
月
29

日
㈮
、
溝
口
公
民
館
で
開
催
し
、

洗
濯
ば
さ
み
を
利
用
し
た
メ
モ
ク

リ
ッ
プ
を
つ
く
り
ま
し
た
。
講
師

は
い
つ
も
お
願
い
し
て
い
る
地
域

の
手
芸
店
の
小
幡
て
る
こ
さ
ん
。

見
本
の
作
品
を
見
て
「
か
わ
い

い
」
と
言
っ
て
い
た
人
た
ち
も
自

分
で
作
る
と
な
る
と
な
か
な
か
上

手
く
い
か
な
く
て
…
、
顔
は
目
と

口
が
ポ
イ
ン
ト
と
思
い
な
が
ら
頑

張
っ
た
結
果
は
「
男
の
子
み
た

い
」
「
女
の
子
か
し
ら
」
と
作
り

手
に
似
て
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
。

こ
の
よ
う
に
み
ん
な
で
時
々
集

ま
る
の
も
楽
し
い
と
い
う
感
想
を

持
ち
ま
し
た
。
　
（
橋
本
菜
摘
）

和
の
小
物
づ
く
り

中
寺
校
区

主
婦
と
は
…
家
庭
内
で
は
厚
生

労
働
大
臣
（
？
）
家
族
の
健
康
の

基
礎
作
り
の
役
割
で
も
あ
り
ま

す
。元

気
に
明
る
く
生
き
る
た
め

に
、
病
気
の
予
防
と
早
期
発
見
が

大
切
で
す
。
女
性
に
多
い
乳
が

ん
、
自
己
触
診
の
習
慣
を
身
に
つ

け
よ
う
。
食
中
毒
予
防
に
手
洗
い

の
励
行
で
指
の
間
か
ら
手
首
ま
で

し
っ
か
り
と
洗
う
。
健
康
で
生
き

る
た
め
に
顔
の
表
情
筋
を
よ
く
動

か
し
て
、
頬
が
た
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
常
に
よ
く
歩
き
ま

し
ょ
う
。
　
　
　
（
三
輪
智
子
）

女
性
と
し
て
豊
か
に

　

   

生
き
る
た
め
に

余
部
校
区
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▲シアワセ!!

▲先生、どうですか？

▲盛り上がりました

ふ
れ
あ
い
教
室
で

　フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

船
津
校
区

校区婦人会だより校区婦人会だよ校区婦人会だよ校区婦人会だよ校区婦人会だよ校区婦人会だよ校区婦人会だよ校区婦人会だより校区婦人会だより

六
月
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
コ
レ
ー

タ
ー
の
奥
田
理
夏
先
生
に
ハ
ー
ブ

を
中
心
と
し
た
、
グ
リ
ー
ン
の
夏

向
き
ア
レ
ン
ジ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

ア
ー
テ
ィ
チ
ョ
ー
ク
・
紫
陽

花
・
モ
ン
ス
テ
ラ
・
グ
リ
ー
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
八
種
の
材
料
（
造

花
）
を
オ
ア
シ
ス
に
さ
し
て
い
き

ま
す
。

材
料
は
本
物
同
様
に
作
ら
れ
た

物
と
空
想
の
物
も
あ
る
そ
う
で
す
。

最
後
に
小
鳥
と
巣
を
添
え
出
来

上
が
り
。
置
い
て
も
吊
っ
て
も
飾

れ
ま
す
。
短
時
間
で
し
た
が
、
賑

や
か
に
、
夢
中
で
過
ご
し
ま
し
た
。

（
難
波
恵
子
）

キ
ャ
ッ
シ
ル
真
和
を

　
　
　
　

 

訪
ね
て

山
田
校
区

6
月
26
日
㈰
に
雨
に
咲
く
花

（
紫
陽
花
）
に
迎
え
ら
れ
て

キ
ャ
ッ
シ
ル
真
和
を
訪
問
し
ま
し

た
。
通
路
の
壁
に
は
入
所
さ
れ
て

い
る
方
々
の
作
品
が
飾
っ
て
あ
り

ま
し
た
。

職
員
の
方
に
は
施
設
内
を
丁
寧

に
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。

職
員
の
方
々
の
明
る
い
対
応
と

入
所
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
心
暖

か
い
ケ
ア
に
感
動
し
ま
し
た
。

見
学
者
の
後
日
談
で
｢私
、
今

か
ら
こ
の
施
設
に
予
約
し
て
お
こ

う
か
な
ぁ
〜
｣と
い
う
声
も
出
て

い
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
一

日
で
し
た
。
　
　
（
藤
田
　
幸
）

婦
人
会

　
　ふ
れ
あ
い
教
室

豊
富
校
区

今
年
度
に
入
り
5
月
に
は
ゼ

リ
ー
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
7
月
に
神
戸
人
気
ス
イ
ー
ツ

巡
り
と
田
崎
真
珠
見
学
と
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の

日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

午
前
中
に
田
崎
真
珠
の
見
学
と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
お
昼
は
映
画
の

ロ
ケ
地
に
な
っ
た
神
戸
の
磯
上
邸

で
ラ
ン
チ
、
午
後
は
皆
様
良
く
ご

存
知
の
三
田
の
エ
ス
・
コ
ヤ
マ
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
福
永
千
津
代
）

音
楽
サ
ロ
ン

　
　
　「
七
夕
」

勝
原
校
区

7
月
12
日
㈫
、
勝
原
公
民
館
に

お
い
て
、
教
養
講
座
と
し
て
「
七

夕
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
音
楽
サ
ロ

ン
が
1
0
0
名
を
超
す
参
加
者
で

開
か
れ
ま
し
た
。

一
部
・
二
部
に
分
か
れ
、
ウ
ク

レ
レ
講
師
と
講
座
生
の
皆
さ
ん
で
、

ウ
ク
レ
レ
演
奏
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ

ラ
、
そ
し
て
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
取

り
な
が
ら
オ
カ
リ
ナ
演
奏
等
、
懐

か
し
い
歌
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
過
ご
す
楽
し
い
ひ
と
時
で

し
た
。
　
　
　
（
田
中
万
代
）

67
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9月18日㈰

10月1日㈯・2日㈰

10月5日㈬

10月29日㈯

11月16日㈬

11月17日㈭・18日㈮

11月23日㈬
11月26日㈯

12月6日㈫

兵庫県バレーボール大会
旭陽、網干、広峰校区出場
（高砂市総合体育館）
環境フェスティバル
（大手前公園）
赤十字奉仕団災害訓練
（あいめっせホール）
女性文化大会
（あいめっせホール）
姫路市同和教育研究大会
（増位中学校）
男女共同参画全国都市会議 in ひめじ
（市民会館　イーグレひめじ）
揚善会（播州信用金庫）
中はりま地域子育てネットワーク大会
（神河町グリンデルホール）
消費生活公開講座
菊地幸夫弁護士講演
（あいめっせホール）

校
区
婦
人
会
で
は
、
地
域
内
の
女
性
に
よ
る

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

姫
路
市
か
ら
補
助
金
を
受
け
て

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

広

畑

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

7
月
24
日
㈰
、
広
畑
婦
人
会
は

広
畑
市
民
セ
ン
タ
ー
で
西
播
磨
交

響
楽
団
を
招
い
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
今

年
の
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

の
一
環
で
子
育
て
支
援
で
す
。
校

区
全
体
に
呼
び
か
け
2
5
0
名
が

生
の
演
奏
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

団
員
48
名
の
音
色
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
し
た
。
楽
器
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
『
お
も
ち
ゃ
の

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
』
で
は
保
育
園
児

か
ら
小
学
生
ま
で
打
楽
器
を
も
っ

て
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
楽
し

そ
う
で
し
た
。
最
後
に
ソ
ロ
で
上

山
瑞
穂
さ
ん
が
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ

ゼ
ン
を
演
奏
さ
れ
た
と
き
会
場
は

水
を
打
っ
た
よ
う
に
静
か
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
音
楽

会
が
皆
さ
ん
の
心
を
癒
す
こ
と
が

で
き
、
暑
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
て
、
私
た
ち
会
員
は
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。

（
酒
見
宣
子
）

今後の活動予定 福山市女性連絡協議会交流会場で

見つけました。

あなたも作ってみませんか。

福山市女性連絡協議会交流会場で

見つけました。

あなたも作ってみませんか。

作り方は、
インターネットで
詳しく作り方が
のっています。
（折りばらふくやま、

 又は福山ローズで

 検索して下さい。）

6
月
15
日
㈬
、
施
設
見
学
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
最
初
に
播
磨
科

学
公
園
都
市
へ
。
最
先
端
の
研
究

施
設
が
集
結
し
日
本
科
学
産
業
医

療
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
午
後
は
今
年
4
月
に
開
館
し

た
ば
か
り
の
手
柄
山
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
見
学
。
モ
ノ
レ
ー
ル
運

行
当
時
の
映
像
を
み
て
懐
か
し
く

思
い
車
両
乗
車
も
体
験
。
最
後
に

防
災
プ
ラ
ザ
と
消
防
指
令
室
へ
。

防
災
災
害
等
の
「
3
つ
の
体
験

ゾ
ー
ン
」
に
挑
戦
し
た
り
と
貴
重

な
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し

た
。
　
　
　
　
（
池
内
ひ
ろ
み
）

▲防犯プラザにて

施
設
見
学
会

施
設
見
学
会

施
設
見
学
会

広
峰
校
区

み
ん
な
で
節
電
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
!
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▲第1回実行委員会の様子

▲都市会議シンボルマーク

▲都市会議スケジュール
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だよりだより
【第21回男女共同参画全国都市会議inひめじ開催】

＜お問い合わせ＞　
〒670‒0012　姫路市本町68番地290　イーグレひめじ3階
　　　　　　第21回男女共同参画全国都市会議inひめじ実行委員会事務局
　　　　　　（男女共同参画推進課）
　　　　　　TEL：079(287)0803　FAX：079(287)0805 
　　　　　　電子メール： i-messae@city.himeji.hyogo.jp
　　　　　　URL：http://www.city.himeji.lg.jp/i-messae/toshikaigi/

じ ぶんどう

　11月17日（木）、18日（金）の両日、“あいめっせ”が開館10周年を迎えるのを記念して、「第21回男女共同参画

全国都市会議inひめじ」を開催します。

　この会議は、全国の行政担当者と市民が集まり、男女共同参画に関するテーマを研究討議することで、男女共同

参画についてより多くの皆さんに知っていただくために開催するものです。

　1日目は、溝口恵美子さんと田中信正さんのジャス演奏による

オープニング、内閣府による基調報告、記念講演及び分科会

などを行います。

　記念講演は、小説家の玉岡かおるさんに「播磨発・それが私の

自分道」と題して、子育てや介護経験のこと、小説家玉岡かおる

と旅立ちなどについて、ご自身の体験談を交えお話しいただき

ます。また、分科会は「センターのあり方」、「ワーク・ライフ・バラ

ンス」、「意思決定の場への女性の参画」、「配偶者等からの暴

力防止対策」の4テーマについて、それぞれ研究討議及び意見交換を行います。

　2日目は全体会を行い、各分科会で議論した内容を報告します。

その後、男性学の研究で知られる京都大学大学院教授の伊藤公雄

さんを講師に迎え、総括講義をしていただきます。

　いずれのプログラムも申し込みが必要で、「分科会と全体会」

（共通）は参加料（1，000円）が必要になります。その他オープニング、

内閣府基調報告や記念講演については無料です。

お申し込み、お問い合わせは下記まで。

　この会議は、市民が主体となって企画や運営

に携わっています。是非、この機会にご参加い

ただき、男女共同参画や“あいめっせ”について、

より知っていただくきっかけになればと思います。

皆様のご参加をお待ちしております。

じ ぶんどう

11月17日㈭
時間
13：00

内　　　容
オープニング

11月18日㈮
時間
9：30

内　　　容
全体会
　分科会報告
　総括講義
　 伊藤公雄さん
　 ｢これからの男女
　  共同参画｣

開会式
内閣府基調報告
記念講演
　玉岡かおるさん
　｢播磨発・それが私の自分道｣
分科会

13：15
13：45

14：20

16：10 閉会式11：30


